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◎
ニ
ン
ニ
ク
入
り

料
理

ニ
ン
ニ
ク
の
効
い
た
野

菜
カ
レ
ー
。
畑
で
作
っ
た

ニ
ン
ニ
ク
を
た
く
さ
ん

入
れ
て
ま
す
（
高
浜
・
石

川
篤
久
）
（
稲
毛
東
・
ひ

ま
わ
り
）
。
に
ん
に
く
を

効
か
せ
た
豚
肉
の
生
姜

焼
き
で
す
。
千
切
り
キ
ャ

ベ
ツ
を
添
え
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
も
の
せ
ま
す
。
そ
し
て

特
に
朝
食
に
は
具
沢
山

の
味
噌
汁
も
有
効
で
す

（
あ
や
め
台
・
杉
崎
勝
）
。

我
が
家
は
ニ
ン
ニ
ク
を

色
々
な
料
理
に
入
れ
ま

す
。
焼
き
そ
ば
、
そ
う
め

ん
の
つ
ゆ
に
も
入
れ
ま

す
。
外
食
で
は
「
餃
子
の

王
将
」
の
「
ニ
ン
ニ
ク
激

増
し
餃
子
」
が
お
ス
ス
メ

で
す
（
高
洲
・
武
田
勝

利
）
。
豚
肉
の
生
姜
焼
き

で
す
。
ニ
ン
ニ
ク
を
沢
山

入
れ
て
焼
き
ま
す
（
幸
町

・
上
田
節
子
）
。
鶏
肉
の

ニ
ン
ニ
ク
炒
め
、
生
の
キ

ュ
ウ
リ
に
味
噌
を
付
け

て
食
べ
る
（
稲
毛
海
岸
・

成
田
節
雄
）
。
豚
肉
の
ニ

ン
ニ
ク
生
姜
焼
き
で

す
。
鉄
分
と
滋
養
強
壮
で

夏
バ
テ
知
ら
ず
で
す
（
高

洲
・
原
國
臣
）
。

◎
う
な
ぎ

我
が
家
で
は
こ
の
季
節

に
最
低
で
も
１
年
に
１

回
は
家
族
み
ん
な
で
「
う

な
ぎ
」
を
食
べ
て
ス
タ
ミ

ナ
つ
け
て
ま
す
。
さ
っ
ぱ

り
し
た
味
付
け
で
肉
野

菜
炒
め
も
お
ス
ス
メ
で

す
（
幸
町
・
大
浦
穂
乃

香
）
。
ウ
ナ
ギ
で
す
ね
。

土
用
の
丑
と
言
わ
ず
夏

の
間
に
何
度
も
食
べ
ま

す
（
高
洲
・
小
坂
孝
一
）
。

千
葉
駅
近
く
の
「
成
瀬
」

の
う
な
重
が
絶
品
で

す
。
山
椒
を
効
か
せ
る
と

ス
タ
ミ
ナ
が
倍
増
し
ま

す
（
園
生
・
関
恵
美
子
）
。

夏
は
色
々
な
料
理
に
す

る
事
。
特
別
に
食
べ
る
う

な
重
又
肉
屋
へ
行
き
サ

ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
か

な
。
気
分
よ
く
帰
り
休
め

る
（
四
街
道
・
粟
村
道

生
）
。
う
な
ぎ
で
ス
タ
ミ

ナ
つ
け
て
い
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
で
買
っ
て
き
た
う

な
ぎ
は
水
で
タ
レ
を
洗

い
流
し
て
、
よ
く
水
気
を

ふ
き
取
っ
て
か
ら
、
フ
ラ

イ
パ
ン
に
入
れ
お
酒
を

か
け
て
ふ
っ
く
ら
さ
せ

ま
す
。
そ
し
て
、
み
り
ん

と
醤
油
で
味
を
つ
け
ま

す
。
こ
う
す
る
と
買
っ
て

き
た
う
な
ぎ
を
レ
ン
チ

ン
す
る
よ
り
、
ず
っ
と
お

い
し
い
で
す
（
磯
辺
・
も

も
こ
）
。

◎
焼
肉

や
は
り
焼
肉
で
し
ょ

う
。
焼
い
て
い
る
時
の
匂

い
と
煙
。
夏
の
暑
さ
に
負

け
な
い
ス
タ
ミ
ナ
が
つ

く
料
理
で
す
（
六
方
町
・

泉
谷
正
誼
）
。
ス
タ
ミ
ナ

料
理
は
に
ん
に
く
を
た

っ
ぷ
り
入
れ
た
焼
肉
に

限
り
ま
す
。
食
が
進
み
ま

す
し
体
力
も
バ
ッ
チ
リ

で
す
の
で
１
週
間
に
２

回
は
食
べ
た
い
で
す
ね

（
八
千
代
・
牧
け
い
子
）
。

や
は
り
「
豚
肩
ロ
ー
ス
の

生
姜
焼
き
」
が
一
番
。
玉

ネ
ギ
と
生
姜
が
た
っ
ぷ

り
食
べ
ら
れ
ま
す
（
小
仲

台
・
田
渕
良
子
）
。
た
ま

に
焼
肉
食
べ
放
題
の
お

店
に
家
族
で
繰
り
出
し
、

夏
を
乗
り
切
り
ま
す
（
み

つ
わ
台
・
ぼ
く
ち
ゃ
ん
）
。

近
年
の
異
常
な
暑
さ
に

は
、
閉
口
し
て
い
ま
す
。

私
が
夏
を
乗
り
切
る
ス

タ
ミ
ナ
料
理
と
し
て
は
、

冷
や
し
中
華
や
焼
き
肉

で
す
。
室
内
を
冷
房
し

て
、
ス
タ
ミ
ナ
が
つ
く
と

言
わ
れ
て
い
る
ニ
ラ
や

ニ
ン
ニ
ク
を
沢
山
入
れ

て
食
べ
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
一
時
的
に
元
気
が
出

る
よ
う
に
、
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
一
番
良
い

の
は
、
秋
に
な
る
事
で
す

ね
（
船
橋
・
渡
辺
孝
幸
）
。

焼
肉
。
家
で
ミ
ス
ジ
・
イ

チ
ボ
・
ザ
ブ
ト
ン
な
ど
野

菜
と
一
緒
に
食
べ
て
い

ま
す
（
長
沼
原
・
花
田
英

雄
）
。
夏
を
乗
り
切
る
ス

タ
ミ
ナ
料
理
は
焼
肉
で

す
ね
（
黒
砂
台
・
中
村
博

之
）
。
家
で
焼
肉
。
に
お

い
が
残
る
と
敬
遠
す
る

人
も
い
ま
す
が
、
翌
日
に

は
消
え
る
た
め
、
我
が
家

で
は
問
題
な
し
で
す
（
打

瀬
・
松
原
保
司
）
。
「
月

並
み
な
が
ら
定
番
か
つ

不
変
の
焼
肉
料
理
で
あ

る
。
昔
若
い
こ
ろ
韓
国
で

の
建
設
工
事
に
没
頭
し

て
以
来
、
ス
タ
ミ
ナ
切
れ

を
防
ぐ
方
法
と
し
て
キ

ム
チ
と
焼
き
肉
は
家
庭

で
も
欠
か
せ
な
い
。
ニ
ン

ニ
ク
を
多
量
に
使
い
青

い
野
菜
の
葉
を
山
ほ
ど

使
い
焼
き
あ
が
り
を
待

ち
遠
し
く
ほ
お
ば
っ
た
。

今
で
も
嫌
わ
れ
役
の
ニ

ン
ニ
ク
を
青
森
産
に
限

定
し
和
牛
の
お
い
し
い

と
こ
ろ
を
贅
沢
に
家
庭

で
味
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ

ま
で
は
焼
肉
プ
ル
コ
ギ

礼
賛
だ
が
韓
国
通
の
私

が
反
韓
国
で
あ
る
。
狭
い

反
日
思
想
は
当
面
親
日

の
気
配
な
な
い
。
理
由
は

小
学
校
以
来
の
徹
底
し

た
教
科
書
記
述
に
よ

る
。
こ
れ
を
改
定
し
な
い

限
り
は
ダ
メ
で
あ
る
（
高

洲
・
大
内
健
司
）
。
何
と

い
っ
て
も
焼
肉
で
す
。
西

千
葉
の
昌
慶
苑
さ
ん
が

好
き
で
す
。
安
く
て
お
い

し
い
の
で
、
家
族
で
伺
っ

て
い
ま
す
。
以
前
、
稲
毛

新
聞
で
紹
介
さ
れ
て
行

っ
て
み
て
か
ら
、
す
っ
か

り
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
夏
に
ス
タ
ミ
ナ
を
つ

け
る
に
は
お
肉
が
一
番

で
し
ょ
う
（
稲
毛
東
・
斎

藤
智
子
）

◎
餃
子

家
で
の
ス
タ
ミ
ナ
料
理

は
特
別
あ
り
ま
せ
ん
。
強

い
て
挙
げ
れ
ば
韮
の
入

っ
た
お
か
ず
、
餃
子
料
理

で
あ
る
。
た
ま
に
鰻
を
食

べ
る
程
度
で
す
。
外
食
で

は
餃
子
を
よ
く
食
べ
ま

す
（
浜
野
・
柳
澤
範
光
）
。

夏
バ
テ
の
と
き
は
餃
子

を
食
べ
た
く
な
り
ま
す

ね
。
外
で
も
よ
く
食
べ
ま

す
が
、
自
宅
で
は
家
内
の

手
作
り
餃
子
が
お
い
し

い
で
す
。
水
餃
子
と
焼
き

餃
子
に
し
て
家
族
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ニ
ン
ニ

ク
も
た
っ
ぷ
り
入
れ
て

元
気
も
り
も
り
で
す
。
と

は
い
え
、
に
お
い
が
気
に

な
る
の
で
休
日
前
し
か

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
。

（
園
生
・
ち
ー
ち
ゃ
ん
マ

マ
）

◎
そ
の
他

庭
で
と
れ
る
ゴ
ー
ヤ
に

ニ
ン
ニ
ク
を
少
し
加
え

た
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル

ー
が
夏
バ
テ
防
止
の
逸

品
で
す
（
園
生
・
関
直
安
）

（
小
仲
台
・
瀬
下
仁
美
）
。

ニ
ラ
レ
バ
イ
タ
メ
　
オ

ク
ラ
入
り
納
豆
（
瑞
穂
・

勝
目
久
雄
）
（
高
洲
・
宮

川
一
郎
）
。
ナ
ス
の
み
そ

い
た
め
（
千
城
台
東
・
松

沢
伸
二
）
。
鍋
料
理
が
中

心
で
し
た
が
流
石
の
暑

さ
で
、
い
か
そ
う
め
ん
、

ま
ぐ
ろ
切
り
身
、
し
ゃ
け

な
ど
魚
に
切
り
替
え
ま

し
た
（
検
見
川
町
・
荒
木

昭
治
）
。
特
に
無
し
。
あ

え
て
挙
げ
れ
ば
、
焼
肉
利

用
で
冷
た
い
ビ
ー
ル
を

飲
む
こ
と
（
千
城
台
東
・

寺
本
勝
）
。
夏
を
乗
り
切

る
に
は
野
菜
・
肉
・
魚
類

を
均
等
に
食
べ
る
こ
と

で
す
（
あ
や
め
台
・
一
森

万
亀
美
）
。
私
は
大
の
巨

人
軍
フ
ァ
ン
で
す
。
我
が

家
の
事
で
な
い
で
す
が
、

巨
人
軍
の
公
認
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
士
田
中
愛
子
さ

ん
は
「
暑
い
夏
だ
か
ら
こ

そ
鍋
料
理
は
お
薦
め
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

夏
こ
そ
鍋
。
野
菜
た
っ
ぷ

り
、
温
か
い
汁
、
胃
腸
に

優
し
く
食
欲
の
減
退
は

成
績
に
繋
が
り
か
ね
な

い
。
夏
は
い
つ
に
も
増
し

て
栄
養
管
理
に
は
注
意

が
必
要
と
新
聞
に
あ
り

ま
し
た
（
六
方
・
阿
部
ち

い
）
。カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（
園

生
・
丸
山
宗
男
）
。
ア
ジ

や
い
て
、
ミ
ソ
は
こ
が
し

て
ゴ
マ
を
す
る
。
薬
味
た

っ
ぷ
り
夏
は
冷
汁
（
あ
や

め
台
・
藤
原
健
次
）
。
①

納
豆
ご
は
ん
（
納
豆

+卵

+ネ
ギ
を
混
ぜ
て
あ
っ

た
か
い
ご
飯
に
か
け

て
）
②
オ
ク
ラ
と
長
芋
と

ニ
ン
ニ
ク
（
オ
ク
ラ
を
湯

が
い
て
か
つ
お
ぶ
し
を

か
け
て
食
べ
る
）
（
稲
毛

東
・
柏
木
計
二
）
。
①
ア

ボ
カ
ド
の
チ
ー
ズ
ク
リ

ー
ム
和
え
②
ニ
ラ
を
多

く
入
れ
た
手
作
り
餃
子

③
黒
ニ
ン
ニ
ク
と
各
料

理
に
す
り
お
ろ
し
ニ
ン

ニ
ク
を
入
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
食
感
も
良
い
で
す
（
稲

毛
東
・
小
林
忍
）
。

※
一
部
抜
粋
し
て
掲
載

8月
号
の

読
者
ア
ン

ケ
ー

ト

夏
を
乗
り
切
る
ス
タ
ミ
ナ
料
理

　
千
葉
市
の
夏
の
風
物

詩
が
４
年
ぶ
り
に
戻
っ

て
来
た
。
「
千
葉
の
親
子

三
代
夏
祭
り
」
が
８
月

19日
（
土
）
、

20日
（
日
）

の
２
日
間
、
中
央
区
の

中
央
公
園
周
辺
で
開
催

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

よ
う
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
。

「
子
供
た
ち
に
夢
を
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
こ

の
祭
り
で
は
、
文
字
通
り

「
親
・
子
・
孫
」
と
ど
の

世
代
の
人
も
楽
し
む
様

子
が
伺
え
た
。
会
場
の

中
心
と
な
る
中
央
公
園

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
屋
台
や

縁
日
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
た

大
勢
の
来
場
者
で
埋
め

尽
く
さ
れ
た
。

周
辺
の
通
り
沿
い
に

も
、
飲
食
店
や
地
域
団
体

の
屋
台
が
並
び
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
グ
ル
メ

が
大
集
合
。
メ
イ
ン
通
り

で
は
酷
暑
の
な
か
、
武

者
行
列
や
神
輿
、
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
や
地
元
団
体

の
パ
レ
ー
ド
が
祭
り
に

華
を
添
え
る
と
、
沿
道

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
「
親
子
三

代
千
葉
お
ど
り
」
に
は
揃

い
の
浴
衣
に
身
を
包
ん

だ
地
元
の
人
々
な
ど
、

市
内
外
か
ら
約

2千
人

が
参
加
し
、
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
活
気
で
溢
れ

て
い
た
。

第

48回
「
千
葉
の
親
子
三
代
夏
祭
り
」

４
年
ぶ
り
の
開
催
で
大
盛
況

　
パ
ラ
ソ
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
毎
年

10月
第
１

土
曜
日
と
日
曜
日
に
千

葉
駅
前
大
通
り
で
開
催

さ
れ
る
大
規
模
な
屋
外

イ
ベ
ン
ト
だ
。
街
に
市

民
ア
ー
ト
の
舞
台
を
つ

く
り
、
手
工
芸
品
、
絵
画
、

書
な
ど
、
手
づ
く
り
作
品

が
並
べ
ら
れ
、
交
流
と

に
ぎ
わ
い
を
生
み
だ
す

目
的
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
２
０
１
９
年
に
は
来

場
者
約
が
１
万
４
千
人

を
超
え
た
と
い
う
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
感
染
防
止

対
策
の
た
め
、
昨
年
度
か

ら
規
模
を
縮
小
し
開
催
。

約

50本
の
白
い
パ
ラ
ソ

ル
が
間
隔
を
空
け
な
が

ら
、
千
葉
駅
前
大
通
り
か

ら
千
葉
中
央
公
園
に
続

く
沿
道
に
並
ぶ
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ク

リ
エ
イ
タ
ー
で
あ
る
出

展
者
に
街
路
を
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
で

普
段
と
は
違
っ
た
空
間

を
つ
く
り
出
し
、
千
葉
の

街
を
彩
っ
て
き
た
。

　
前
身
と
な
っ
て
い
る

の
は
２
０
０
０
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
都
市
景
観

市
民
フ
ェ
ス
タ
」
だ
。
当

初
は
市
か
ら
補
助
金
を

受
け
、
学
生
が
中
心
と
な

り
企
画
・
運
営
を
行
っ
て

い
た
が
、

10年
が
経
過
し

補
助
金
の
終
了
後
は
、
市

民
か
ら
の
出
展
料
や
沿

道
企
業
の
協
賛
金
で
運

営
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
今

年
度
の
活
動
の
一
部
は
、

Ｙ
Ｓ
市
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
財
団
の
支
援
も
受
け

て
い
る
と
い
う
。
現
在
、

企
画
・
運
営
は
市
民
ス
タ

ッ
フ
が
中
心
と
な
り
、
学

生
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

　
パ
ラ
ソ
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
今
年
も

10月
に
開

催
さ
れ
る
。
秋
空
の
下
、

千
葉
の
ア
ー
ト
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
？

■
開
催
日
時

2

0

2

3年

10月

7日

（
土
）
・

8日
（
日
）

10

時
～

16時

■
場
所

千
葉
駅
前
大
通
り
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ビ
ル
側
歩
道
上
）

千
葉
駅
前
大
通
り
が
市
民
ア
ー
ト
の
屋
外
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

昨年の開催の様子

①と②にそれぞれ別の漢字を入れ

て、矢印の方向に二字熟語を完成

させてください。クイズの答えは

「①②」漢字２文字です。

８月号の答え「夏祭」

（７）令和５年９月１日発行 稲　毛　新　聞 第324号

穴埋め漢字クイズ

締切・令和5年9月20日（当日消印有効）

　
全
国
高
校
野
球
選
手

権
大
会
が
先
月
６
日
か

ら
阪
神
甲
子
園
球
場
（
兵

庫
県
西
宮
市
）
で
行
わ

れ
、
決
勝
戦
で
慶
応
義
塾

（
神
奈
川
）
が
前
年
覇
者

の
仙
台
育
英
（
宮
城
）
を

８
―
２
で
破
り
１
０
７

年
振
り
の
優
勝
。
慶
応
義

塾
の
捕
手
渡
辺
憩
選
手

は
稲
毛
区
の
出
身
、
地
元

稲
毛
に
と
っ
て
も
誇
ら

し
い
全
国
制
覇
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
千
葉
県
代
表
の

専
修
大
松
戸
（
松
戸
市
）

は
初
戦
で
東
海
大
甲
府

（
山
梨
）
に
７
―
５
で
勝

ち
千
葉
県
勢
夏
通
算
１

０
０
勝
を
達
成
し
た
。
３

回
に
中
山
の
犠
飛
で
先

制
、
中
盤
以
降
点
の
取
り

合
い
に
な
っ
た
が
７
回

に
逆
転
、
そ
の
リ
ー
ド
を

渡
辺
翼
、
青
野
の
投
手
リ

レ
ー
で
守
り
切
っ
た
。

◆
８
月

12日

東
海
大
甲
府
（
山
梨
）

０
０
０
１
０
３
１
０
０
＝
５

0
0
1
3
0
0
3
0×

＝
７

専
大
松
戸
（
千
葉
）

千
葉
Ｓ
Ｓ
は
地
元
船
橋

に
凱
旋
。
ゲ
ス
ト
に
お
笑

い
の
Ｔ
Ｉ
Ｍ
が
来
場

　
千
葉
県
初
の
プ
ロ
野

球
独
立
リ
ー
グ
、
ベ
イ
サ

イ
ド
リ
ー
グ
の
千
葉
ス

カ
イ
セ
イ
ラ
ー
ズ
が
先

月
７
日
、
地
元
船
橋
市
民

球
場
で
２
度
目
の
試
合

を
開
催
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

元
高
校
球
児
で
も
あ
る

お
笑
い
コ
ン
ビ
Ｔ
Ｉ
Ｍ

の
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
、
レ

ッ
ド
吉
田
さ
ん
が
来
場
、

始
球
式
で
は
ゴ
ル
ゴ
松

本
さ
ん
が
お
約
束
の
天

狗
打
法
を
披
露
、
途
中
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
や
試
合
終

了
後
の
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
も
大
い
に

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

試
合
は
ス
カ
イ
セ
イ
ラ

ー
ズ
が
地
元
フ
ァ
ン
の

声
援
を
受
け
快
勝
、
地
元

開
催
に
花
を
添
え
た
。

◆
８
月
７
日
（
船
橋
市
民
）

Ｙ
Ｋ
Ｓ
ホ
ワ
イ
ト
キ
ン
グ
ス

０
０
０
１
０

0
0０

０
＝

1

3
0
0
0
0
2
1
0×

＝

6

千
葉
ス
カ
イ
セ
イ
ラ
ー
ズ

小
中
台
中
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
県
大
会
優
勝

　
千
葉
県
中
学
総
体
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
県

内
各
会
場
で
行
わ
れ
、
男

子
は
地
元
稲
毛
区
の
小

中
台
中
学
校
が
決
勝
で

習
志
野
七
中
（
習
志
野

市
）
を
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト

２
―
０
の
ス
ト
レ
ー
ト

で
破
り
優
勝
を
決
め
た
。

◆
決
勝

小
中
台
２
―
０
習
志
野
七

　
①

25―

11

　
②

25―

20

打
瀬
中
陸
上
部
が
快
挙

　
先
月
７
日
か
ら
茨
城

県
で
開
催
さ
れ
た
第

51

回
関
東
中
学
陸
上
競
技

大
会
で
は
、
打
瀬
中
学
校

（
美
浜
区
）
が
活
躍
を
見

せ
た
。
男
子
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
で

43秒

45の
千
葉

市
新
記
録
を
達
成
し
予

選
を
突
破
す
る
と
、
決
勝

で
も

43秒

53と
い
う
好

記
録
で
３
位
入
賞
を
果

た
し
た
。

甲
子
園
優
勝
の
慶
応
・
渡
辺
憩
捕
手
は
地
元
小
中
台
中
出
身

中
学
総
体
バ
レ
ー
男
子
も
Ｖ
な
ど
千
葉
市
勢
が
大
活
躍
！

●
作
草
部
駅
下
交
差
点

　　
モ
ノ
レ
ー
ル
作
草
部

駅
下
の
交
差
点
は
非
常

に
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
バ

ス
停
か
ら
交
差
点
ま
で

の
距
離
が
短
く
、
右
折
す

る
路
線
バ
ス
が
か
な
り

強
引
に
車
線
変
更
を
す

る
の
だ
。
私
も
運
転
中
何

度
か
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
交
差
点
、
モ
ノ
レ
ー
ル

の
支
柱
の
お
か
げ
で
右

折
レ
ー
ン
が
ほ
ぼ
な
い
。

こ
こ
は
稲
毛
方
面
か
ら

来
て
西
千
葉
方
面
に
右

折
す
る
車
が
多
い
の

に
。
更
に
は
右
折
車
用
の

青
信
号
も
な
い
。
そ
の
た

め
信
号
が
赤
に
な
っ
て

も
数
台
の
車
が
強
引
に

右
折
し
て
い
く
の
が
見

受
け
ら
れ
危
な
い
。
そ
れ

で
も
右
折
待
ち
の
車
は

増
え
て
右
側
車
線
に
は

車
が
並
ぶ
。
そ
こ
に
バ
ス

が
加
わ
っ
た
り
す
る
と

本
当
に
危
険
だ
。
色
々
改

善
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る

と
思
う
が
、
ま
ず
は
右
折

車
用
の
青
信
号
の
設
置

を
強
く
望
む
。
（
轟
町
・

佐
藤
）

●
真
夜
中
の
騒
音

　　
現
在
居
住
し
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
が
、
今

年
に
入
り
夜
中
か
ら
未

明
に
か
け
モ
ー
タ
ー
音

の
よ
う
な
音
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
３
～
４
回
、
５

分
位
大
き
な
音
が
響
き

渡
り
ま
す
。
そ
の
都
度
目

が
覚
め
し
ば
ら
く
眠
れ

な
く
な
る
の
で
す
。
も
う

ほ
ぼ
毎
日
で
す
。
管
理
会

社
に
こ
の
状
況
を
訴
え

て
も
対
策
を
と
っ
て
も

ら
え
な
い
。
こ
の
ま
ま
で

は
身
体
的
に
も
精
神
的

に
も
よ
く
あ
り
ま
え

ん
。
大
金
を
払
っ
て
買
っ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
に

泣
き
た
い
思
い
で
す
。
管

理
会
社
に
は
是
非
対
策

を
考
え
て
ほ
し
い
。
安

眠
、
良
好
な
住
環
境
を
切

に
願
い
ま
す
。
（
中
央
区

浜
野
・
柳
澤
範
光
）

●
乱
暴
な
運
転
手

　

私
は
毎
朝
通
勤
で
稲

毛
駅
に
向
か
う
手
段
と

し
て
バ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
朝
８
時
半
過
ぎ

に
草
野
団
地
入
口
か
ら

乗
車
し
ま
す
。
最
近
何
度

か
少
し
乱
暴
な
運
転
を

す
る
バ
ス
に
乗
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
路

線
は
す
ご
く
渋
滞
が
多

く
、
時
刻
通
り
に
走
れ
て

い
な
い
の
は
わ
か
る
の

で
す
が
、
穴
川
駅
を
過
ぎ

少
し
流
れ
始
め
る
と
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
、
急
に
車

線
を
変
更
、
穴
川
十
字
路

を
右
折
す
る
と
き
は
立

っ
て
い
る
人
た
ち
が
よ

ろ
け
て
危
な
い
思
い
も

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
運

転
手
さ
ん
の
研
修
や
教

育
は
行
わ
れ
て
い
る
と

は
思
い
ま
す
し
、
こ
の
運

転
手
さ
ん
が
い
つ
も
こ

の
よ
う
な
運
転
を
す
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

ひ
と
言
言
い
た
く
な
っ

た
の
で
投
稿
し
ま
し
た
。

　
（
稲
毛
区
・
荒
田
）

●
コ
ロ
ナ
に
感
染
…

　　
８
月
上
旬
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
少
し
の
ど
が
痛
い
と

思
っ
て
い
た
ら
翌
日

38℃
の
熱
が
で
た
の
で

病
院
に
行
く
と
陽
性
だ

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
け

っ
こ
う
感
染
者
が
増
え

て
い
る
ら
し
い
で
す
。
そ

の
日
は
帰
宅
し
自
分
の

判
断
で
家
族
と
接
触
し

な
い
よ
う
に
し
、
職
場
も

３
日
間
休
み
ま
し
た
。
そ

れ
ほ
ど
大
変
な
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
病
院
も
会
社
も
昨
年

の
よ
う
な
緊
張
感
は
感

じ
ら
れ
ず
、
本
当
に
こ
の

ま
ま
で
よ
い
の
か
ど
う

か
考
え
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
（
登
戸
・
山
田
真
木
）

●
４
年
振
り
の
夏
休
み

　
４
年
振
り
に
行
動
制

限
の
な
い
夏
休
み
な
の

で
群
馬
県
安
中
市
の
実

家
と
少
し
足
を
伸
ば
し

て
軽
井
沢
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
お
盆
休
み
と
あ

っ
て
東
京
駅
は
人
が
溢

れ
る
よ
う
で
し
た
。
新
幹

線
の
指
定
席
が
取
れ
な

か
っ
た
我
が
家
は
自
由

席
で
立
ち
っ
ぱ
な
し
。
小

学
３
年
の
子
ど
も
が
や

や
ぐ
ず
り
ま
し
た
が
な

ん
と
か
目
的
地
に
到
着
。

小
学
生
に
な
っ
た
娘
と

久
し
ぶ
り
に
会
う
両
親

は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
、

大
変
な
思
い
を
し
て
帰

省
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま

し
た
。
軽
井
沢
も
た
く
さ

ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
オ
シ
ャ
レ
な
お

店
で
食
事
を
し
て
、
お
土

産
買
っ
て
、
数
年
振
り
に

親
の
顔
も
見
れ
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
も
う
マ
ス
ク
姿
の
人

も
少
な
く
な
り
、
平
穏
な

日
常
が
戻
っ
て
き
た
の

だ
と
し
た
ら
、
本
当
に
嬉

し
い
で
す
ね
。

　
（
稲
毛
新
聞
フ
ァ
ン
）

●
読
者
の
声
へ
の
投
稿

は
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

ー
ル
で

今
月
の
テ
ー
マ

「
我
が
家
の
防
災
対
策
」

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
が
本

格
的
に
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
今
月
は
防
災
月

間
。
み
な
さ
ん
の
お
宅

で
は
、
地
震
、
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
に
備
え
て

普
段
か
ら
ど
の
よ
う
な

防
災
対
策
を
し
て
い
る

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
賞
品

□
１
等
／
ク
オ
カ
ー
ド

　
３
千
円
（
２
名
）

□
２
等
／
図
書
カ
ー
ド

　
１
千
円
（
２
名
）

□
名
古
屋
製
酪
賞
／
無

　
臭
ニ
ン
ニ
ク
ア
ホ
エ

　
ン
（
５
名
）

□
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
／

　
ペ
ア
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

　
ク
滑
走
券
（
５
組
）

●
８
月
号
の
答
え
は

「
夏
祭
」
で
し
た
。
当
選

者
の
発
表
は
賞
品
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。


